
I　は じ め に

　デュガルド・スチュアート（1753―1828）は，
1800年から 10年間，スコットランドの地，エ
ディンバラ大学で政治経済学講義を行った1）．
同講義が 1855年にウィリアム・ハミルトンの
手によって編集された『政治経済学講義』（以下，
『講義』と略記）は，全 4編から成り，第 1編
から順に，「人口」，「国富」，「救貧」，「教育」
によって構成されている．本稿では，これらの
うち「教育」に特に焦点を当てている．
　1785年からエディンバラ大学で開講された
彼の道徳哲学講義の概要について論じられた
『道徳哲学の概要（Outlines of Moral Philo so phy）』
（1793）には，「政治経済学」の目録が記されて
いる．その項目の中の 1つには「下層階級の教
育」の項が割り当てられている．このことは，
少なくとも政治経済学講義が開講される 7年も
前から，同講義の中で「教育」が講じられるこ
とを企てられていたことがわかる．すなわち彼
にとって，教育は，『講義』において「人口」
や「国富」の単なる補足的なものではなく，重
要な 1つの編をなすものとして予め考えられて
いたことを示している．
　講義の中で教育について熱心に論じたスチュ
アートの教育論は，彼の弟子たちであるエディ
ンバラ・レヴュアー（ジェフリ，ホーナー，ブ

ルーム，シドニ・スミス）を始め，後の時代に
多大な影響を与えた．それは，スチュアートの
講義において，政治経済学の中に「教育」を含
めた考えが当時としては斬新なものであるばか
りでなく，彼の教育論の内容が長年にわたって
高く評価され続けたからであった（Winch 1983, 
44―61 / 訳 39―54）．
　にもかかわらず，スチュアートの教育論それ
自体の研究はほとんどなされてこなかった．
Winch（1983）と Hont（2005）は，スチュアー
トが「国民教育制度の確立」を重んじた点につ
いて触れているが，これを彼の楽観主義に還元
しようとしている．また，Milgate and Stimson

（2009）は，スミス以後の経済学の展開として，
スチュアートの政治経済学が重要な位置を占め
ていると考えているが，スチュアートの教育論
それ自体についてはほとんど触れていない．そ
の一方で，Rashid（1985），Haakonssen（1996），
Macintyre（2003），篠原（2008）は，スチュアー
トの道徳哲学における教育重視の思想を特徴づ
けているが，『講義』第 4編の「下層階級の教
育について」の考察にまで及んでいるわけでは
ない．そこで本稿では，スチュアートの道徳哲
学における教育重視の思想が，道徳哲学に収ま
らずに政治経済学講義の「教育」という場にお
いていかに貫かれているのかを見出すことを目
的とする．
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　本稿では，スミスからリカードウへの経済学
史の流れの中で，経済学において教育が重要な
意味をもっていた点を示すことを意図してい
る．スミスが『国富論』において教育の重要性
を論じたことは，経済学の原点において，経済
学と教育との関わりが決して無視できないこと
を示しているものといえる．だが，スミス以後
の経済学は，特にリカードウの経済学が象徴す
るように，スコットランドからイングランドに
南下し，より高度に専門化された．この時代に
ついてのこれまでの研究においても，経済学の
理論的発展の側面に特に関心が払われる一方
で，経済学と教育との関わりについては，十分
に検討されてこなかった．こうした問題意識か
ら，スチュアートの教育論の再構成を通じて，
スミス以後の経済学においても，経済学との関
わりで教育がなお重んじられていた事実を示す
ことが重要であると考えている．
　本稿の構成は以下の通りである．第 II節では，
スチュアートの教育論において，なぜ下層階級
の教育に焦点が当てられているのかをまず確認
する．そして，18世紀末以降における諸外国
の学校改革などへのスチュアートの注目を通じ
て，教育改革を意図した彼の教育論の基本的特
徴を示す．第 III節では，文芸教育に関するス
チュアートの議論について検討する．ここでは，
文芸教育を重んじる彼の考えには，さまざまな
要因が絡み合っている点について言及する．第
IV節では，「動機づけ」を重んじるスチュアー
トの道徳哲学が，『講義』の教育論においてい
かなる特徴をもって論じられているのかを考察
する．最後に，全体の議論の要点を簡単に整理
しながら，彼の教育論が独自の視点を有してい
る点を指摘する．

II　下層階級の教育

1.　犯罪の予防と教育
　『講義』第 4編の題目に「下層階級の教育に
ついて」と示されているように，同編では，上

層階級の教育に関する記述はほとんどなく，下
層階級の教育が主要テーマとされている．ス
チュアートは『講義』の「序論」において，下
層階級の教育は「現代ヨーロッパにおいてこれ
までほとんど注意されてこなかった」と述べた
後で，次のように論じている．

この 2, 3世紀中の社会の進歩に応じて，下層
階級は政治的な重要性を次第に増してきてい
る．…貧民と労働者階級に適切な教育を提供
する仕事は，上層階級には同じようなやり方
では通用しない．あらゆる統治の安定が本質
的に依存するのは，これらの下層階級の性格
と習慣である．また，生活行政（police）の
規制が必要なのは，主として彼らのためであ
る．というのも，彼らのそれらの状態は，特
段に一般的な平穏を妨げる悪徳の移ろいやす
い影響を受けやすいからである．（Stewart 

［1800―1810］ 1994  ［以下，Worksと略記］，VIII, 
52―54. 下線は原著者の強調を表す．以下同様）

　上の引用文に見られるように，スチュアート
は，統治や社会を安定させるうえで下層階級の
目下の道徳的状態を重く見ていた2）．教育を受
けていない下層階級の窃盗やアルコール中毒に
よる犯罪の増加によって，統治や社会の安全が
乱されると考えられたからである（Works VIII, 
313―18）．そこでその対策の 1つに監獄の改善
を主張したように，スチュアートは，犯罪の防
止などと関わらせて教育を重んじた．こうした
彼の考えは，政治経済学講義の開講以前から見
られる．先に触れた『道徳哲学の概要』におけ
る「政治経済学」の目次には，「下層階級の教
育および犯罪の予防と処罰について」と記され
ている．また，『講義』の「序論」においても，
「教育」の項目に，「犯罪の予防，矯正，更正」
という副タイトルがつけられている．これらの
ことは，彼にとって，犯罪の予防などと関わる
テーマとして教育が位置づけられていると読み
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取ることができる．そうした彼の問題意識には，
刑罰と教育との関連について論じたベッカリー
アやベンサムからの影響があった．なぜなら，
『講義』第 3編「貧民について」の中で，それ
らの関連について論じたとして，ベッカリーア
の『犯罪と刑罰』とベンサムの『パノプティコ
ン』を高く評価していたからである（Works 

VIII, 49, Works IX, 325―26）．
　しかし，本稿で見るように，スチュアートに
とって，教育は，犯罪の予防や法を犯した貧民
の更正のみを目的とするものではなかった．ま
た，統治や社会の安定のためだけに，下層階級
の教育を重んじていたわけでもなかった．次項
では，学校改革を含めて，教育全体の改革を意
図したスチュアートの教育論の基本的な特徴を
まず明らかにする．

2.　学 校 改 革
　スチュアートは，『講義』の「序論」において，
「出版の自由（the Liberty of Press）」を称えると
ともに，20年前と比べて出版物が大いに普及
したことによって，下層階級の知的改善に大き
な効果をもたらしたと述べている（Works VIII, 
27―28）．スチュアートの言うように，18世紀
後半のブリテンは，新聞や書物などのさまざま
な出版物が著しく普及する時代であった．Al-

tick（1998, 47―48, 318―19）によれば，ブリテン
における新聞の年間総発行部数は，1780年に
は 14,100,000部だったが，これは 1753年時の
ほぼ 2倍の数であった．そして 1793年には，
17,000,000部の売上げを記録した．また，定期
刊行物などの雑誌類も，これらの時期にかけて
発行部数を大幅に伸ばした．例えば，新たな批
評の季刊誌として 1800年代に刊行された
『クォータリー・レヴュー』と『エディンバラ・
レヴュー』は，全盛期にはそれぞれ年間 12,000

から13,000部も売られた．これらの発行部数は，
その当時のブリテンにおいて，スミスがいた時
代とは比較にならないほど，大量の印刷物が広

く普及する時代であったという確かな事実を示
している．出版物の普及の効果について，スチュ
アートは以下のように説明している．主要道路
の拡大，正規の郵便業や運搬業の確立を通じて，
季刊誌はあらゆる社会に広まっている．そのう
え，大量に印刷された各種の出版物を誰でも安
く手に入れることができる．パンフレットや季
刊誌などの普及は，魅力的な情報の伝達手段と
して，真実を多くの人々に広め，彼らの誤った
情報を正す効果をもつ．その結果，すべての階
級は，歴史の資料を読む機会を得，政治的知識
を吸収し，正しい判断を身につけられる（Works 

IX, 343―44）．こうした点から，スチュアート
は現今の出版物の普及に積極的な意義を見出し
ている．
　だが，スチュアートは，出版物の普及や統治
の発達だけが人々を知的に改善させるとは見て
いなかった．彼によれば，「組織立った統治の
便益」が「スコットランドよりもイングランド
においてずっと早い時期に確立された」が，「国
民の改善の進歩」はスコットランドよりもイン
グランドの方が劣っていると言う．また，「社
会の現状において，知識の普及が印刷術によっ
て助長される時でさえ，下層階級の教育の目的
のための適切な計画が政府の側でなされない限
り，彼らの教育を確実なものにするには十分で
はないだろう」（Works IX, 332）と述べてもいる．
さらに，1808年度のスチュアートの講義内容
が記されている，学生ジョン・ダウによる『政
治経済学講義ノート』においても，スチュアー
トは，「若者への教育の対応」は，「確立された
政治知的秩序の下でのみ享受されうる」と論じ
ている（Stewart 1808―09, vol. I, 5）．すなわち彼
にとって，今がいかに知識の普及する社会で
あっても，堅実な政府による教育計画に基づか
れた教育こそが，下層階級を知的に改善させる
うえで核になるとされている．
　とはいえ，スチュアートは，これまで行われ
てきたスコットランドの学校教育，すなわち教
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区学校を高く評価している．彼によれば，教区
学校は，18世紀を通じて国民の道徳と勤労に
大きな効果を与えてきた3）．それにより，以前
の時代の犯罪や無秩序と比べて，現在至るとこ
ろで社会の秩序と平穏が見られると言う
（Works IX, 332）．スチュアートは，『講義』第
4編「下層階級の教育について」の冒頭におい
て，教区学校で行われている「ラテン語の代わ
りに幾何学や力学の初歩が教えられれば，下層
階級の学芸教育は，おそらく可能な限り完全な
ものとなるだろう」（Smith ［1776］ 1976, vol. II, 
785 / 訳（四）55）と論じられているスミス『国
富論』第 5編第 1章の言葉を引用している．ス
チュアートは，この計画だけでも実行に移され
るとすれば，人々の性格形成や社会の平穏と秩
序の安全に多大な効果をもたらすと述べている
ように（Works IX, 327―28），そうしたスミスの
見解に同意している．
　ただし，スチュアートは，スミスがここで述
べるような教区学校の教育内容の改善に限ら
ず，教育制度のさらなる改善の必要を考えてい
た．彼は，近年の諸外国で行われている下層階
級の学校教育についても注意を払っている．そ
して，さまざまな資料や文献などを参考にしな
がら，北欧や米国などの教育制度について調べ
ている．始めに，ウィリアム・コックスの『ポー
ランド，ロシア，スウェーデン，デンマーク紀
行』（1792）を取り上げて，その中で論じられ
ているデンマークの教区学校の内容を特に紹介
している．その説明によれば，デンマークの教
区学校では，下層階級の子供たちは，「読み，
書き，算術」を教えられる．また，同学校では，
こうした子供たちと区別して，教育費を払えず
裕福とはいえない「貴族およびジェントリの子
供たち」が，男女別々の学校に分かれて，安価
な教育費で教育を受けられていると言う．例え
ば，貴族およびジェントリの少年たちのうち，
「通学生」は年間 6ポンド，「寄宿生」は年間 20

ポンドだけで，教育を受けることができる．ま

た彼らは，宗教教育の中で，「歴史，地理，算術」
を習うことができるほか，「ドイツ語，フラン
ス語，英語」の高等教育を受ける機会が与えら
れる（Works IX, 335―36. Cf. Coxe ［1792］ 2005, 
186―88）．
　これらのスチュアートの説明から，デンマー
クの教区学校では，男女平等の教育や，貧富の
格差や通学の違いに応じた教育費のシステムと
いった教育制度が整っていたことが見て取れ
る．スチュアートによれば，ヨーロッパ大陸に
おいて，下層階級の教育において特に目覚まし
い成果を上げているのがドイツである．ドイツ
の神学校では，「もっとも啓蒙され自

リベラル

由な原理」
に基づいて教育が行われていると言う（Works 

IX, 336）．詳しい説明はなされていないが，こ
れは，フリードリッヒ 2世の努力によるもので
あると述べられている4）．
　そのほかにも，スチュアートは，米国の
「ヴァージニア政府委員会」によって提案され
た「ハンドレッド（the hundred）」と呼ばれる
無償教育学校の法案を紹介している5）．スチュ
アートも指摘するように，この学校法案は，
ヴァージニア州議会の通過には至らず計画案に
終わったが，独立革命以後の米国の他の諸州に
おいても大きなインパクトを与えたことで知ら
れる．この当時の米国では，すべての人間の平
等や自由を追求する独立宣言の精神が広まる中
で，州憲法の中に教育の機会の平等化が規定さ
れようとすることは，自然の流れだったからで
ある（津布楽 1975, 58―60）．スチュアートは，
こうした法案の意義を重く見ていた．彼はこの
「ハンドレッド」について次のように説明して
いる．「ハンドレッド」とは，各カウンティを
100戸区と称される 5ないし 6平方マイルの小
学区に分け，その学区に設立された学校である．
そこでは，すべての生徒に 3年間，無料で「読
み，書き，算術」を教えるほかに，全地域から
20名の優秀な学生に対して，奨学金を与え，
高度な算術やラテン語を習得する機会が与えら
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れる．彼は，この法案について「非常に素晴ら
しい考え」と述べているように，全ての下層階
級が教育を受けられる点や，初等教育から高等
教育への進学の仕組みを高く評価した．
　さらにスチュアートは，フランスの教育のあ
り方についても強い関心を抱いていた．彼は，
「ウィリアム・ハミルトンへの手紙」（1802年 1

月 22日）の中で，その当時パリに滞在してい
たハミルトンに対して，「政治と文芸について
の大変有益な情報を持ち帰ってくることを，首
を長くして期待して待っている」（Stewart 

1802）と綴っている．この当時のフランスでは，
教師の養成のための師範学校の設立や，鉱業の
技術者の養成などを目的として設立された理工
科学校などが存在していた．スチュアートがこ
のようなフランスの教育事情について知ってい
たかどうかについては『講義』では記されてい
ない．だが，上述の手紙の内容から，フランス
革命後のこれらの学校改革の進展に注目してい
たのではないかと思われる6）．
　スチュアートは，これらの諸外国で実際に行
われている教育の事例について説明した後で，
次のように述べている．「生まれつきの才能の
発見およびその育成を目的としているのではな
い．私は，社会（community）上の道徳および
良き秩序のための最良の安全として，初等教育
という手段を拡大する重要性に私の注意を限定
するだろう」（Works IX, 341）．すなわち彼によ
れば，社会上の道徳と社会の秩序が守られるう
えで，初等教育が大きな意義をもつのである．
そのうえで重んじられているのは，初等教育の
「手段」をさらに広げる必要があるということ
である．具体的には，女性の教育や，「道徳，
物理学，力学，自然史」（Works IX, 341, 398）
ならびに，詩などの「文芸」などの初等教育科
目の拡充が必要とされる7）．スチュアートは，
社会倫理や社会秩序の維持などと関わらせなが
らこれらの初等教育の領域を広げようとする考
えは，まだ十分に行われていないと述べている

（Works IX, 341）．このことは，彼が学校改革を
通じて社会全体の啓蒙を拡充することの重要性
をこの時代において率先的に考えていたことが
わかる．

3.　モニトリアル制度
　スチュアートは，学校改革の 1つとして，ロ
ンドンのクエイカー教徒であるランカスターが
提唱した「モニトリアル制度（monitors）」に
特に注目している8）．モニトリアル制度とは，
優秀な数人の学生が教師役となって，そうでは
ないその他数百人の学生に読み・書きなどを教
えるものである．さらにこの制度は，成績別に
クラス編成をした成績別学級や効率的な学校管
理によって，教育体制が十分に組織され，従来
の教区学校には見られない実践的な特徴をもっ
ていた．この当時，モニトリアル制度は，多額
の費用を要することもなく，多くの貧しい児童
が学べることから，費用効果において得策であ
るとベンサムを始め多くの論者によって考えら
れていた．スチュアートは，「トマス・ジェファー
ソンからの手紙」（1803年 12月 21日）の中で，
ジェファーソンがこの教育制度を高く評価して
いたことから（Jefferson 1803），その制度がい
かに優れているかをよく知っていた．そして，
「フランシス・ホーナーからの手紙」（1805年，
4月 6日）から，その制度の具体的内容を知る
ことになる．同「手紙」には，モニトリアル制
度が導入されている学校を見学したホーナーの
感想が綴られている．それを整理して示せば次
の通りである．モニトリアル制度が行われてい
る学校は，（1）「ロンドンの人々の間で大きな
関心を引き起こしている」，（2）「実践可能性
（practicality）について申し分なく非常に喜ばし
い証拠を示している」，（3）「初等教育の普通コー
スにはほとんど注意が払われていない 1つか 2

つの重要な原理が導入されている9）」，（4）「賞
罰」のシステムが有効に機能し10），子供たちの
競争心（emulation）により大きな活気を与えて
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いる」（Works IX, 341―42）．これらの点から，ホー
ナーは，モニトリアル制度を次のように高く評
価する．「この学校について述べるに際し，こ
れ以上に嬉しいことは何もない．この学校には，
見るのも憂うつな普通の教区学校で行われてい
る退屈でうんざりする無益なものが何 1つ見ら
れないからである11）」（Works IX, 342）．
　スチュアートは，安価で簡単なやり方で多く
の貧しい児童が学べるとして，こうしたモニト
リアル制度を賛美している．だが，モニトリア
ル制度が，人々の知的な改善をさらに押し上げ
るうえで決して十分であるとは見ていなかっ
た．同制度の説明をした後で，彼は，「民衆の
教育事業」が「完全」の域に達していないと述
べている．次に見るように，同制度では，初歩
的な基礎教育が行われているのみで，読書や文
芸による教育的効果についてまで考えられてい
ないと見ていたからであった．

4.　読書の効果
　19世紀初頭のブリテンでは，スミスのいた
時代と比べて，出版物の普及と並行して図書館
が多く設立され，図書館の本の所蔵数も増大し
ていた12）．例えば，1790年において，非営利
団体所有のリーズの図書館では 4500冊，同時
期のバーミンガムにおける同様の図書館では，
3400冊もの図書が所蔵されていた（Altick 

1998, 60―62）．そうした図書館の規模の拡大と
普及を背景に，スチュアートが本の利点に注目
したのは，上の「ホーナーからの手紙」の後半
部分において，図書館が子供たちに与える効果
について記されていたからであった．それによ
れば，「提督の生涯やクックの航海記」などの
幅広いジャンルの本が所蔵されている図書館か
ら毎週本を借り出しているある少年は，「科学
の対話のものよりも，冒険ものや楽しんで読め
る本を常に好んだ」と言う．スチュアートは，
こうした事実を重んじながら，「社会の下層の
人々の能力および状況に十分に見合った本の増

加と流通」が「人々の能力」や「知性の涵養」
を「多数者の間で広める」うえで有益であると
述べている（Works IX, 342）．また，「工場近辺
の小さな図書館の設立によって，労働者の道徳
心に著しく急速な改善を生じさせていることは
知られている」（Works IX, 347）ことから，子
供たちだけでなく労働者たちにとっても，図書
館の存在は大きいと見る．彼は読書の効果につ
いて次のように述べている．

私がまず指摘したいのは次のような利点であ
る．すなわち，すべての階級の人々が自分た
ちの生活上の関心や思索上の見解に対する本
の実際的な影響とは無関係に，単なる気晴ら
しとして，本への親しみから引き出すところ
の利点である．…なお，そうした本の利点は，
手工労働によって生計を立てる人々の場合に
おいて，さらに大きな効果をもつと期待でき
る．ほぼすべての種類の仕事において，毎日
のかなりの部分は，肉体の回復と休息に当て
られなければならない．また，何らかの学習
や娯楽がこれらの仕事に従事する合間に精神
に提供されない限り，彼らは不節制と不品行
に必ず陥るだろう．（Works IX, 346）

スチュアートは，『講義』の中で，毎日の辛い
肉体労働を和らげるものとして，労働者への「節
酒」を支持したように（Works IX, 314―19），「気
晴らし」ができる読書もまたこのような効果を
持つと考えていた．ただし，そのためには，1

日の労働時間を縮小し，厳しい肉体労働の疲労
を回復させるための休息時間や娯楽が必要とさ
れている．これは，18世紀末以降の分業・工
場の弊害による過重労働を問題にしていたス
チュアートにとって（Works, VIII, 183―88），多
くの労働者が本を読むための時間や余力すら残
されていないと感じていたからであった．
　スチュアートが工場労働者の教育に注意を
払ったのは，その理由の大きな 1つとして
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ニュー・ラナークのデヴィッド・デイルの工場
学校から影響を受けていたからであった．ス
チュアートは，1796年から 1798年の間，この
デイルの工場への訪問者リストの 1人に数えら
れている（Hamilton 1983, 19）13）．スチュアート
は，『講義』の中で，労働者への規定の食事の
提供と健康管理が整えられているとして，デイ
ルの工場を賛美している．これに加えて，デイ
ルの学校教育についても，男女への基礎教育の
提供や彼らの「道徳心」の向上に注意が払われ
ているとして高く評価している（Works VIII, 
186）．この当時のデイルの工場では，労働時間
は 1日 11時間半で，朝の 6時から夜の 7時ま
でだが，9時の朝食時には 30分，2時の昼食時
には 1時間の休息があった．これは，その当時
の他の工場と比べれば，労働時間が短く休憩時
間も長かった．さらに，工場内の学校で学ぶ時
間も確保されていた．1796年のデイルの工場
学校では，507人の生徒に対して 16人の教師
がおり，生徒たちの能力別に 8クラスに分類さ
れていた．学生と教師の数の多さや能力別のク
ラス編成に見られるように，これはその当時と
しては規模が大きく先端的な学校であった．そ
してこの学校では，読み，書き，算術と教会音
楽の教育のほかに，裁縫や衛生などの実践的な
技能を身につけるための教育が行われていた
（McLaren 1999, 62―64）14）．
　労働問題と関わらせて教育が重んじられてい
るこうしたデイルの学校に注意を払ったスチュ
アートの視点には，同じく労働問題と教育との
関わりを重く見たスミスとの共通の認識が見て
取れる．スミスの『国富論』第 5編の教育論で
は，分業の弊害や都市問題が問題にされ，それ
らの弊害を緩和するための小宗派の設立や科
学・哲学の勉強などの必要について論じられて
いるからである．だが，スミスはその中で，裁
縫などの実践的な教育のあり方や読書に費やす
ための工場における労働時間の縮小の必要につ
いてまで明示的に言及しているわけではない．

このことは，スチュアートが講義を行った 19

世紀初頭において，スミスがいた時代と比べて，
先述したように出版物の増加や図書館の設立に
よる人々の本への捉え方が変化した点と，産業
化の進展による労働問題の増大がより深刻に
なった事情があげられる．後者の点は，スチュ
アートの『講義』第 2編と 3編の中で，スミス
以後の児童労働や工場問題の弊害について繰り
返し論じられていることからも明らかであろ
う．
　これらの経済社会の変化を感じ取っていたス
チュアートは，読書が工場労働者を含めた下層
階級全体の知的な改善に与える効果を強調して
いる．その本質的な理由には，読書が，怠惰や
犯罪の防止の効果だけでなく，人々が「道徳心」
や「勤労」に励むようにする効果をももつと考
えられたからである（Works IX, 347）15）．彼に
よれば，十分な休息や気晴らしの時間が確保さ
れれば，読書は，工場労働者の「精神」を「涵
養」し，「節約し勤労するためのもっとも安定
し強力な動機（powerful motive）」を彼らに生
じさせるのである（Works IX, 346―47）．すなわ
ちスチュアートにおいて，労働問題は，労働時
間の短縮や休息時間の増加に加えて，読書を通
じた彼らの知的な改善を推進する方向で解決さ
れなければならないと考えられた．

III　文 芸 教 育

　若い頃からポウプやミルトンの詩に造詣が深
かったスチュアートは，自ら詩を多く作ったよ
うに，絵画や音楽などの文芸（literature）16）の
うちでも特に詩を好んでいた．こうしたスチュ
アートの詩への愛好は，スコットランドの国民
的詩人であるロバート・バーンズとの長い親交
も影響している．両者ともフリーメイソンのメ
ンバーで，さまざまな会合やプライベートの場
で何度も接している17）．また，互いに敬意を払
う仲であり，両者の往復書簡も多く残されてい
る．バーンズとのこうした直接的な対話や彼の
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詩集などから影響を受けていたスチュアートに
とって，詩は生涯を通じて大切なものであった．
　また，前項で見たように，スチュアートは，
詩に限らず，人々にとって楽しみながら読める
類の図書一般についても理解を示していた．そ
の大きな理由としては，先の「ホーナーからの
手紙」の内容から少なからず影響を受けていた
からであった．前項で取り上げた，『講義』で
は省略されている実際の「ホーナーからの手紙」
には，図書館を利用する少年たちは自分で何を
読みたいかを知っているから，大人が彼らに読
ませる本を指図する必要はないと主張するホー
ナーの見解が記されている（Horner 1805）．子
供たちにとってつまらないか小難しい本を無理
やり読ませることは，逆に彼らに本を読む意欲
を失わせ読書の習慣をなくさせてしまうと考え
られたからである．
　子供たちのこうした自発性を重んじるホー
ナーの主張は，前節で見たように，「好奇心」
を刺激する読書を通じて「想像力」を彼らに育
ませる点に力点を置くスチュアートにも共通の
考えであった．スチュアートは，『哲学論文集』
（1810）や『人間の活動的道徳的力能の哲学』
（1828）において，人々の「好奇心」や「想像力」
を刺激することが教育の重要な目的であると述
べている（Works V, 387―89, Works VII, 276）．
例えば，人々は，他人の喜びや悲しみに対して
感じる感情を，「想像力」を通じて把握しうる
ようになり，そのことが彼らの道徳上の「涵養」
を生じさせるからである18）．この点で，子供た
ちが「優れた小説の選集や詩集」を学ぶことは
良い方法であると見ていた．スチュアートによ
れば，文芸教育は，人々の感情や想像力を育み
ながら道徳的な改善をもたらすと言う．『講義』
の中で，文芸教育の具体的な中身については論
じられていない．だが，彼が「文芸」を，詩，
音楽，小説などを指していることから，文芸教
育とは，それらの内容を科目として学校で子供
たちに教えるものであると推測される．

　また，スチュアートが文芸教育の必要を特に
強調したのは，目下の文明社会において，文芸
の魅力が一段と増しつつあると認識していたか
らであった．1800年前後のブリテンでは，先
述した非営利を目的とする図書館だけでなく，
安価な入館料や貸出料を課す「商業的な図書館」
も普及していた．そしてそのことは，それらの
図書館を通じて多くの国民に小説や大衆文学な
どの読書の習慣を促した（Altick 1998, 60―
66）19）．だがその一方で，18世紀末におけるス
コットランドの穏健派の文芸界は，ウィリアム・
ロバートソンの死や，政治的・経済的・社会的
変化などの種々の理由により，厳しい状況に追
い込まれていた．そうした状況の中で，ヒュー・
ブレア，アダム・ファーガソン，アレクサンダー・
カーライルなどの知識人は，活躍の場を次第に
失い続けていた（Sher 1985, 314―23）．
　スチュアートによれば，「文芸への親しみを
もつ時代に関するこの状況の影響は，とても顕
著であり，多かれ少なかれ，学校のくだらない
お勉強や物理的な知識についての比較的つまら
ない追求から，社会の改善と幸福を目的とする
勉学へと，思索的な人々の注意を向けつつある」
（Works IX, 398）．彼は，下層階級にとっても，
ラテン語などの退屈な科目に代わる 1つとして
文芸教育が重要な科目になると見ていた．文芸
教育は，その知識を身につけた人々の「思考習
慣」に良い効果を与えることによって，「人間
の道徳的および知的な資質」を高め，「人間の
幸福（human happiness）」をもたらすと考えら
れたからである．
　だが，スチュアートによれば，下層階級に基
礎教育や文芸教育を提供することへの批判があ
ると言う．下層階級が読み，書き，算術の知識
を身につけることは，彼らには不適当な「作家
としての野心（literary ambition）20）」を抱かせ
るという批判や，下層階級に文芸教育を提供す
ることは，肉体労働などに携わるはずの彼らを
そうした職業に一時的に就かせなくさせること
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から，多くの彼らが学び易くするための文芸教
育の費用の引き下げに対する批判があると言
う．
　スチュアートは，基礎教育や文芸教育を下層
階級に与える必要はないとするこれらの見解と
は意見を異にした．その理由について詳しく説
明されてはいないが，彼は次のように述べてい
る．「文芸を学ぶ計画は，生まれつき持ってい
る人間の高い知性へと導かれるように改善の手
段を与える一方で，その計画は，明らかに文芸
とは異なる他の職業の方に適している人々を学
問的職業に群がらせるような，ばかげた虚栄心
を抑制するものなのである．…少数の人々が研
究の喜びに魅了される一方で，大部分の民衆は，
さらにいっそうやむを得ない動機から，人間生
活における活動的な仕事に就くように駆り立て
られることは，たしかに，あらゆる時代や社会
の状態において，神の摂理によって賢明に秩序
づけられている」（Works IX, 338）21）．スチュ
アートは，彼の神慮の観念と進歩的な社会観か
ら22），下層階級が文芸を学んだ後のこうした問
題点を克服できると考える23）．
　スチュアートが基礎教育だけでなく文芸の学
びによる知性の改善の利点を強調するのは，次
節で見るように，教育に関する彼自身の道徳哲
学が深く関係しているからであった．彼におい
て，若年期の子供たちがさまざまな文芸を学ぶ
ことによって「精神上の無限に多様な能力」を
育むことは，何よりも重要であるとされている
（Works IX, 339）．文芸の学びによって「多様な
能力」を育むことを可能にすると言うこうした
スチュアートの考えには，スミスの教育観との
類似性を見出すことができる．スミスは，『道
徳感情論』において，スチュアートと同様に，
詩や音楽などの文芸が人々の感情に与える良い
影響について何度か論じている（Smith ［1759］ 
1976, 123, 195 / 訳（上）394―95,（下）50―51. Cf. 
Works II, 13）．また，スミスの遺著である『哲
学論文集』では，それらの文芸のうち，「詩や

雄弁は常に，さまざまな思考や観念が多様性と
連続性を保ちながら結合されることにより，そ
の効果を生みだす」（Smith ［1795］ 1980, 192 / 訳
175）と述べてもいる．文芸が人々の精神や思
考に与える効果に関するこのようなスミスの主
張は，上のスチュアートの論述ときわめて類似
している．
　またスミスは，『法学講義』（Bノート）の中
で，スチュアートと同様に，分業労働に従事す
る前に子供たちに教育を提供する必要について
も主張している．スミスは，法学講義を行って
いたその当時，商業の発達していたイングラン
ドのバーミンガムにおいて，6, 7歳の幼い子供
たちが教育を受けずに分業労働に従事していた
慣行を問題にしていた．そして，そうした下層
の子供たちの分業労働にとって，教育が何らか
の利益を得ることにつながらないとしても，そ
れでも教育を受けることは，彼らの「思考と思
索」を高めるうえで間違いなく有益であると述
べている24）．これとほとんど似たスミスの主張
は，『国富論』第 5編においても見出すことが
できる（Smith ［1776］ 1976, vol. II, 788 / 訳（四）
59―60）．
　だが，スミスは，スチュアートのように文芸
教育の必要についてまで主張しているわけでは
ない．スミスの『法学講義』から『国富論』に
かけて，教育の議論の内容はたしかに質的にも
量的にも拡充されているが，いずれも基本的に
は読み書きの達成が当面の問題にされている
（Cf . Smith ［1766］ 1978 , 540 / 訳 405 . Smith 

［1776］ 1976, vol. II, 405, 訳 / （四）54）．その理由
の 1つとして考えられるのは，スミスのいた
1750年のイングランドでは成人の識字率がお
よそ半分にすぎなかったように25），スミスにお
いては，識字率を上げることがスチュアート以
上に急務の課題とされていたからであった．
　これに対して，世紀転換期を境に，モニトリ
アル制度の普及や識字率の上昇が見られる中
で，スチュアートには，初等教育の中に，読み
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書きなどに加えて文芸教育をつけ加えるかどう
かを考える余裕があった．また，工場労働に従
事する前に子供たちが文芸を学ぶ必要があると
述べられていたように，スチュアートにおいて
は文芸教育の必要への強いこだわりがあった．
文芸教育の必要を要求するスチュアートの強い
意志には，人間精神の哲学を重んじるスチュ
アートの道徳哲学にとって，文芸教育が人々の
知的道徳的改善において計り知れない効果をも
つと考えられているからである．次節では，『講
義』の教育論において，スチュアートの道徳哲
学において，教育がいかに重んじられているの
かを見ていくことにする．

IV　「動機づけ」と「徳の権威」

　スチュアートにとって，教育は人間精神の哲
学と深く関わるものとされている．彼は，『要綱』
の「序論」において，「教育のもっとも重要な
目的」について次のように述べている．1つは，
人間の「本性」を「陶冶する」ことであり，2

つ目は，「誤り」を防ぎ可能な限り「真実」を
捉まえられるようにするために，「若年期に精
神が受け取る印象と観念連合を育む」ことであ
る（Works II, 59）．いずれの点においても，先
入見や誤った思考によって歪められた人間の精
神を正す必要を説くベイコン哲学が望ましい教
育理念とされている．そのためには，2つ目の
点において「若年期」の人間精神が問題にされ
ているように，子供たちの初等教育が人間精神
の進歩において重要な意味をもつと考えられて
いる．こうした観点から初等教育を重んじる彼
の哲学は，政治経済学の場においても貫かれて
いるテーマとされている．彼は述べている．

ベイコン卿の時代以来，科学と哲学において
起きている革命は（ほとんどの大学において
これまで実施されてきた以上に），学問教育
の計画において，それ相当の変化を明らかに
推奨しているように思われる．たしかに，（知

的な改善および人間の知識の発達と関連づけ
て考察される）教育についてのこの見解は，
まさしく人間精神の哲学（Philosophy of the 

Human Mind）に属する．しかし，同様の主
題に関する多くの見解があり，それらの見解
は政治経済学のもっとも重要な対象ときわめ
て密接に結びついていることが見出されるだ
ろう．（Works VIII, 55）

人間精神の哲学に属する教育は，「政治経済学
のもっとも重要な対象」と深く関わると上で述
べられているように，スチュアートにおいて，
教育は，人間精神の哲学と政治経済学と相互に
密接に関連する主題とされている．そうした彼
の教育論には，それらの相互のつながりを媒介
するものとして，「動機づけ」が重要な意味を
もっている．というのも，これまで見てきた政
治経済学講義におけるスチュアートの教育論で
は，勤労に励む「努力」や「道徳心」を身につ
けるための「動機づけ」が，人々の知的な改善
や社会の改善のうえで不可欠なものとされてい
たからである．デンマークや米国などで見られ
た，無料もしくは安価な授業料や優秀な学生へ
の奨学金制度，教区学校よりも「子供たちの競
争心（emulation）により大きな活気を与えてい
る」モニトリアル制度，ホーナーによって述べ
られた図書館を利用する子供たちの自発的な読
書，ならびに，子供たちのさらなる知的好奇心
の向上が望まれるとする文芸教育は，いずれも
勤労心の向上や「動機づけ」に関わる教育上の
重要な論点とされていた．もし，人々が「動機
づけ」を失えば，日常生活で生きていくための
勤労意欲を失い，怠惰やモラルの腐敗を招くこ
とになる．そのことは，ひいては社会の平穏や
秩序を乱すことになる．「政治社会の幸福と改
善」を目的とすることが彼の政治経済学の定義
であるように（Works VIII, 10），人々が「動機
づけ」を持ち続けることは，彼の政治経済学に
おいて肝心なのであった．
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　スチュアートがそのような「動機づけ」を重
んじる根本的な理由は，人々が，それを通じて
人間精神を鼓舞し，先入見や誤った思考を正す
「徳の権威」を身につけることができると考え
られているからである．「徳の権威」とは，古
くはバトラー主教（1692―1752）やフランシス・
ハチスン（1694―1746）によって，良心論との
関連で論じられた 18世紀スコットランド道徳
哲学の 1つの特徴である．人間の諸感覚に対し
て「良心」が上位の権威をもつとするこうした
考えは，ケイムズ卿を経由して，トマス・リー
ドなどのスコットランド常識哲学によって継承
された．
　リードは，人間の行動諸原理の解明にあたっ
て，道徳的行為者の良心の権威化によって，道
徳的・有徳な行為を規定しようとした．すなわ
ちリードにとって，精神の能動的・知的能力で
ある良心は，「道徳的能力」の権威から，人々
の行為を指示し決定する人間の支配的原理であ
るとされている26）．こうした良心の権威を強調
するリードの常識哲学から強く影響を受けてい
たスチュアートは，リードのように，良心が他
の行動諸原理を支配する権威あるものとみなす
良心の権威化を要求した27）．
　このようなスチュアートの道徳哲学には，た
しかにリードの良心理論の影響が見られるもの
の，18世紀末以降の商業社会の発展の背景と
の関わりで「徳の権威」が論じられている点に
独自の特徴がある．世界的な商業の発展や科学
の進歩は，1796年に亡くなったリード以後の
世界においてさらに著しく進展していた．ス
チュアートは，近年における機械の発明に加え，
道路や橋，港や運河の整備や，航海技術の発達
を通じた商業交易による人類の繁栄に，商業社
会の発展を特徴づけている（Works VIII, 331―
32）．彼は，『講義』第 2部の統治論においても，
世界的な商業の繁栄によって，ヨーロッパ諸国
民の「寛容かつ啓発的な商業精神」が活気づく
だけでなく，世界じゅうの諸国民の「商業精神」

も同程度に活発になると述べている．彼によれ
ば，ブリテン諸国民と未開拓の諸国民との「コ
ミュニケーション」を通じて，ともに「結合さ
れ」，「人類の繁栄に対して提供される安全は
いっそう効果的になる」（Works IX, 399）．なぜ
なら，ブリテン諸国民が冒険心や好奇心から未
開拓の国々に行き，それらの人々とお互いの「恩
恵」を享受し合うことは，人類の「共通の利益」
であり，それ自体「称賛に値する精神」だから
である．また，こうした「徳の相互の伝達によっ
て，少なくとも極度の無知，奴隷状態，腐敗を
防ぐことができる」．さらに，「商業の精神が活
発化する」ことによって，人々に「刺激と活気」
を与え，そのことが他の諸国民に波及しながら，
諸外国の彼らもまた「発明的で活動的になる」
と言う．
　これらの点から，スチュアートは，商業の繁
栄や科学の進歩とともに「商業精神」や「自由
な精神」が世界中に広く浸透することによって，
地球規模での「安全」，「人々の道徳的改善」お
よび「発明の喚起」をもたらすと考える．世界
的な商業社会の発展によるこれらの効果は，
人々の「先入見」や「無知」を正すとされてい
ることから，彼の人間精神の哲学の考えを補強
するものと把握されている．社会との関わりや
他者との交流を通じて人間精神の能力向上がも
たらされるという考えは，リードの道徳哲学に
も見られる（篠原 1988, 236―38）．だが，リー
ドの場合には，スチュアートのように商業社会
の拡大と関わらせて教育を重んじる視点は決し
て十分ではない．むしろ，「社会の教育による
他者との交流」が人間精神に与える効果的な影
響についての抽象的な議論にとどまっている．
例えばリードは，生前最後の著作である『人間
の活動的力能』（1788）において，教育の重要
性を何度か論じているが，判断能力や道徳能力
を高めるための論理的な次元でのみ教育を議論
している（Reid ［1788］ 2010, 44, 68, 170, 187―88, 
278―83）．
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　これに対して，スチュアートの場合には，目
下の商業社会の発展と科学の進歩と関わらせな
がら，人間精神の哲学を発展させるための実践
的な教育の議論が展開されている．ここには，
「社会の機能」をあまり重んじてこなかったこ
れまでのコモン・センス哲学の形而上学的な議
論から，実践性を志向するスチュアートの道徳
哲学への転回が見られる（Fontana 1985, 84―
86）．
　ただし，スチュアートは，世界的な商業社会
の繁栄や科学の発達が，それが直ちにあらゆる
人々の知的道徳的改善に有効に作用すると必ず
しも楽観的に考えていたわけではなかった．第
II節で見たように，目下の前進しつつあるブリ
テン社会において商業発展や知識の普及が見ら
れるとしても，下層階級の教育が何よりも重要
であるとしていた．たとえ主要道路が拡大し各
地域に出版物や図書館が普及したとしても，長
時間労働や過重労働で読書に当てる余力や時間
すらない一般の工場労働者たちは，諸外国との
商業交易や社会的な交流といった商業社会の恩
恵に与ることができない．スチュアートは，こ
の点を強く認識し，進歩的な商業社会における
教育的作用では行き届かない過酷な労働状況に
置かれている労働者たちの教育的改善に特に注
意を払っていた．学校改革や文芸教育に加えて，
工場の労働時間の短縮と関わらせながら工場労
働者たちの自由な読書や演劇の観賞などの必要
にまで言及されていたことは，スチュアートの
幅広い社会認識を十分に示すものである．
　19世紀初頭のブリテンは，上述のように経
済や商業が著しく発展する一方で，モニトリア
ル制度などに見られる下層階級のための学校が
整備されつつある時代であった．スチュアート
は，商業社会の発展の陰で，工場問題などの現
実的な面にまで目を向けながら実際的な教育対
策を展開した．

V　お わ り に

　本節では，これまで検討してきたスチュアー
トの教育論について，重要な要点のみを簡単に
見ていくことにしたい．スチュアートは，世界
的な教育改革の進行や出版物および図書館の普
及など，社会の著しい変化に対して目を向けな
がら，新たな教育のあり方を模索していた．そ
こで論じられていたのが，文芸教育や読書の効
果であった．彼がこれらの教育や読書を重視し
たのは，さまざまな要因があったものの，根源
的には人間精神の哲学を重んじる彼の道徳哲学
が深く関係していたからであった．そして教育
を根幹に据えるそうした彼の道徳哲学は，政治
経済学にも及ぶものとされていた．
　スチュアートの教育論において特筆すべき点
は，教育に重きを置く道徳哲学を柱にしながら
も，実際の経済や社会の流れを敏感に捉えて教
育が論じられていたことである．特に，現実の
進歩的な商業社会だけでなく，眼前の厳しい労
働社会と関わらせながら教育が講じられていた
ことは，注目に値する．というのも，スチュアー
トの教育論については，これまで前者に力点が
置かれるあまり，進歩的で楽観的な教育思想の
みを土台にして論じられているとみなされてき
たからである．これに対して，スチュアートの
教育論には，下層の工場労働者や児童労働者の
知的な改善が，スミス以上にさらに重要なテー
マとして考えられていた．スミスの教育論もス
チュアートの教育論もともに，労働問題と関わ
らせながら人々の思考の育成や知的な改善を重
視する点では共通する面もある．だが，スミス
が文芸教育や工場労働者の読書の効果などにつ
いてまで言及していなかったように，双方の教
育論は，実践的な教育論議において，その内容
を異にしていた．また，労働時間の短縮なしに
は労働者の知的改善は望めないとするスチュ
アートの主張は，スミスの教育論には見られな
いものである．これらの点から，『講義』にお
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けるスチュアートの教育論は，スミス教育論に
おける政策論的側面をさらに推し進めたという
ことができる．
　ただし，ここで注意しなければならない点が
2つある．1つは，スチュアートにおいて，教
育に関わる制度や政策を修正ないし改善すれ
ば，人々が容易に知的に改善されるとは考えら
れていなかった点である．スチュアートが主張
する学校教育や教育制度の改善には，彼の道徳
哲学が深く関係していた点を忘れてはならな
い．下層階級の「先入見」を防止し彼らに「動
機づけ」を与えることが，スチュアートの道徳
哲学において重要テーマとされていたからであ
る．彼の教育論には，現実の社会に関わる「勤
労意欲」や「動機づけ」を持続させるための道
徳哲学が要をなしていた．
　2つ目は，教育に関するスチュアートの実践
重視の考えは，実用的な授業科目だけが有用で
あると考えられているわけではないという点で
ある．既に見たように，彼は，物理学や力学な
どの科目以外に，道徳や自然史などの教養的な
科目も重んじていた．また，彼において，実践
的な教育の知識は，実用に役立つかどうかとい
うこと以上に，先入見を防止し人間の精神を育
ませることの方が重要であるとされていた．例
えば，詩や小説などの文芸教育が特に重んじら
れていたのは，想像力や知的で多様な能力を向
上させると考えられたからであった．
　これらの点から，スチュアートは，「動機づけ」
などについての彼の道徳哲学的信念を貫きなが
ら，現実社会との関わりで教育論を展開したと
いうことができる．そのようなスチュアートの
教育論は，スミス以後の経済学を考えるうえで
も，有益な手がかりを与えている．経済学は「数
学のような精密科学」であると論じたリカード
ウは，教育を自身の研究対象として見ることは
なかった．これに対して，マルサスは，『人口論』
において，たしかに下層階級の教育の必要につ
いて触れている．だが，その内容は，下層階級

に自発的な人口抑制を促すことが特に目的とさ
れており，スチュアートが述べたような教育制
度や学校教育の内容についてまで踏み込んで議
論されているわけではない．
　その一方で，スミスと同じスコットランドで，
経済学の範囲の中に「教育」を採り入れたスチュ
アートの政治経済学は，教育が重要な位置を占
めることになった．そこには，スチュアートの
教育論が，マルサスやリカードウにはない，「政
治社会の幸福と改善」を目的とする彼の経済学
の定義や，彼独自の道徳哲学によって裏打ちさ
れていることが大いに関係している．こうした
議論をより深めていくためには，スチュアート
の経済学の方法や彼の道徳哲学についてさらに
詳しく検討する必要がある．これらの考察は，
今後に残された課題である．

荒井智行：中央大学経済学部

注

 1）　本稿では，political economyを，政治経済学
もしくは経済学と表記している．スチュアート
の political economyを指す場合には，原則，政
治経済学で統一している．だが，経済学の歴史
一般を指す場合や，本稿のタイトルにも見られ
るように，政治経済学と経済学の両方の意味で
用いられても良いと考えられる場合には，政治
経済学と表記せずに，経済学と記している．もっ
とも，カタカナでポリティカル・エコノミーと
統一して表記すれば，これらの問題を解消する
ことができる．だがそうしなかったのは，ポリ
ティカル・エコノミーの語句の長さゆえに，日
本語としての文章の通りが悪くなり読み辛くな
るからである．

 2）　この点で，スチュアートは，「不道徳と派閥
意識」の改善，「市民的自由の確かで安全な確
立」，ならびに「公共の自由の安全」のうえで，
教育が重要な役割を果たすと主張したとして，
ジョン・ブラウン（1715―1766）の見解を評価
している．ただし，スチュアートは，これらの
目的を成し遂げるうえで，ブラウンが考えた以
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上に，今や下層階級への教育がよりいっそう重
要なテーマになっていると述べている（Works 

VIII, 53―54）．
 3）　なお，その一方で，スコットランドの大学な
どの高等教育の名声や権威については，1800年
以前から国外においても広く知れ渡っていた．
この点について，その当時のイングランドの大
学と比較検討したものとして，Withrington（1999, 
9―17），Rothblatt（2000, 226―36）を参照．

 4）　実際に，1800年代初頭のドイツでは，報酬払
いおよび生徒と教師間の直接払いといったスミ
ス的な考えを利用することで，全ヨーロッパの
羨望の的となる高等教育制度が確立していた．
1806年にヴィルヘルム・フォン・フンボルトに
よって設立されたベルリン大学は，制度面で他
の多くの大学の模範となった．これは，国家的
な高等教育制度の再建に努力し，教える自由と
学ぶ自由に基づいて大学は建てられるべきだと
主張したフンボルトによる影響が大きかったか
らにほかならない（O’Donnell 1985, 86―87 / 訳
110―11）．しかし，これらの事実をスチュアート
が知っていたかどうかは不明である．

 5）　スチュアートがここで説明している「ハンド
レッド」は，1779年にジェファーソンがヴァー
ジニア州議会に提出した知識普及法案が原案と
されている．スチュアートが，ジェファーソン
のこの教育法案について詳しいのは，「ハンド
レッド」の説明の中でジェファーソンの名を出
しているほか，ジェファーソンとの個人的な親
交が少なからず影響している．両者ともブリテ
ン国内において親密に交流していたほか，互い
に敬意を払う往復書簡も残されているからであ
る．

 6）　革命後のフランスの教育事情へのスチュアー
トの関心は，コンドルセの教育論からの影響も
考えられる．ただしスチュアートは，『講義』
において，判断能力を育むための初等教育の効
果や政治権力からの教育の自律などについて論
じられている Condorcet（1792）を参照してい
るわけではない．だがこのことは，スチュアー
トがコンドルセの教育論もしくはフランスの教
育制度に関心がなかったということを意味しな

いと思われる．というのも，1800年代のこの当
時，ブリテンでは，フランス革命後の政治的激
動と反動から，フランスのリベラルな哲学や議
論について触れられなかったという事情がある
からである．スチュアートは，『要綱』の中で，
コンドルセの『チュルゴーの伝記』を肯定的に
引用した（Works II, 489―90）という理由で，当
時のスコットランドの高等民事裁判所の判事で
あったアバークロンビー卿とクレイグ卿から危
険思想家とみなされていた．彼らは，フランス
革命の思想的背景についてフランス「哲学」の
果たした役割に恐怖を感じていたからである
（Veitch ［1854―1860］ 1994, lxx―lxxv）．そうした
背景から，講義において，スチュアートが，エ
コノミストが果たした哲学に対して慎重な発言
を余儀なくされていたことから，コンドルセの
教育論についても公の講義の場で言及したくて
もできなかったと推察される．
　実際に，本文で見るように，スチュアートは，
ラテン語教育を批判的に述べ，文芸，物理，道
徳などの学習を重んじているが，この点は，コ
ンドルセの教育論（Condorcet 1792, 10―20 / 訳
25―40）と通じるものがある．

 7）　スチュアートは，ごく最近まで女性の教育に
ついてはほとんど論じられてこなかったとし
て，女性の教育の必要を訴えている（Works 

VIII, 45―46）．この点の検討については，本稿の
文字数を大幅に超過するため別稿に譲る．また，
彼が文芸教育の必要を主張した点については，
第 III節で検討する．

 8）　より正確には，スチュアートは，モニトリア
ル制度を，「クエイカーの教育制度」と呼んで
いる．これは，モニトリアル制度が広く知れ渡
るようになった 1800年代後半においてさえ，
モニトリアル制度という呼称で用いられていな
かったことによる．

 9）　ここに見られる「重要な原理」とは，「算術
と文字の綴りについての彼の新しい教示方法を
作り上げた原理」を通じて，一度に大勢の生徒
が習うことができるシステムを指す．これは，
例えば，アルファベットは，Hや Lのように水
平線と垂直線だけからなる文字や Oや Sのよう
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に曲線を使った文字というふうに分けて，これ
らのうちで簡単な前者から学ばせるといった教
育方法を指す（佐伯 1974, 198）．

10）　このことは，あるクラスで良い成績を上げれ
ば 1つ上のクラスへ進められると同時に，メダ
ルやペンといった賞品を与えられる一方で，逆
に悪い成績ならば下のクラスに落とされるとす
る競争原理が導入されていることを意味する
（佐伯 1974, 199）．

11）　ホーナーは，この引用文に続けて次のように
述べている．「先日，私が 600人以上の少年を
ここで見たのは，生きていくのにやっとな最貧
民が，読むことができる程度の読み，書き，算
術を無料で教えられるとともに，それらを熱心
に学んでいたことである」（Horner 1805）．この
文は，『講義』の中では省略されている実際の
手紙の内容である．

12）　フランシス・ホーナーは，同「手紙」の中で，
ランカスターが設立したおよそ 300冊を所蔵す
る図書館の大きさについて触れている．それは，
この図書館の本の所蔵数が，その手紙が記され
た 1806年のその当時においてスコットランド
の一般の図書館と比べれば比較的多かったから
であると考えられる（Cf. Scotland 1969, 57）．だ
が，これらの図書館の本の所蔵数は，その当時
のブリテン全土に見られる図書館の規模の大き
さと比べると，決して多いものとはいえない．
この点については，第 III節で説明する．

13）　その他の訪問者リストには，ヘンリー・ブルー
ム，ロバート・オウエン，アンドリュー・ベル
が名を連ねている（Hamilton 1983, 19）．いずれ
も，後のブリテンの学校教育において多大な功
績を残した人物であり，デイルの工場学校が彼
らに与えた影響は大きいといえる．

14）　その他，デイルの学校では，子供たちの「道
徳心」の向上に注意が払われ，宗教教育が行わ
れていた．デイルがキリスト教精神に基づいて
宗教教育に熱心だった点については，McLaren

（1999, 91―101）を参照．
15）　スチュアートは，「本と思索への嗜好が下層
階級の道徳心と勤労に有効であるのは，単なる
気晴らしとして，『怠惰の苦痛』への対処策と

なるからではない」と述べている（Works IX, 
347）．

16）　literatureは，18世紀半ば以降において，小説
や詩集など，本や書かれたもの全てを指す意味
として使われていた（Williams 1976, 150―54 / 訳
181―86）, Oxford English Dictionary 1989, vol. VIII, 
1029）．したがって，literatureを「文学」と訳
すと，現在使われている「文学」とはその意味
が異なり誤解を生じさせかねないことから，本
稿では literatureを「文芸」と訳すことにした．

17）　スチュアートとロバート・バーンズとの深い
親交については，Macintyre（2003, 54―64）を参
照．

18）　この点の説明については，Works VII （255―
58）を参照．

19）　一般民衆にとって，「商業的な図書館」によ
る図書の貸出料は決して安くはなかったが，本
を直接購入するよりも高くはなかった．そうし
た理由から，そのような図書館は，幅広い年齢
層の多くの人々に読書の習慣を与えるきっかけ
を与えた（Altick 1998, 62）．

20）　literaryは，18世紀半ば以降において，ゴー
ルドスミスやサミュエル・ジョンソンの用例な
どから，「ものを書く営み」，「ものを書く職業」
を指すようになった．こうした点から，その当
時において，literaryは，職業としての著述業の
自意識が高まる意味を持つようになった．この
点のより詳しい説明については，Williams（1976, 
151―53 / 訳 182―83）を参照．

21）　なお，スチュアートは，文芸の生活に伴う人
間の「名誉」と「報酬」についても言及してい
る（Works IX, 338）．彼が文芸に従事する者に
このような配慮を払っているのは，少数の者が
著述業に従事することについても決して容易な
ことではないと見ていたからであるように思わ
れる．この点は，スミスも同じ考えを持ってい
たからである．スミスは，『法学講義』（Aノート）
において，文芸を指しているわけではないが，
ごくわずかな人だけがなれる法律家には，「尊
敬」，「名誉」，「卓越」が与えられることが考慮
されてしかるべきと論じている（Smith ［1762―
63］ 1978, 354―55 / 訳377―78）．またスミスは，「報
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酬」についても，法律家になれるリスクと，長
い時間をかけて勉強した分だけ生涯得られる報
酬が少ないことから，「名声と名誉」に伴う高
い報酬が与えられる必要があると主張してい
る．

22）　この点の説明については，Winch（1983, 41―
44 / 訳37―39）, Haakonssen（1996, 236―40）を参照．

23）　ただし，スチュアートは，文芸を学び終えた
多くの人々が工場労働に従事する点について，
決して楽観的に見ているわけではなかった．先
述したように，厳しい肉体労働を和らげるうえ
で，工場の労働時間の縮小の下での節酒，演劇
の観賞，読書などが必要とされていたからであ
る．この点については第 IV節で再び言及する．

24）　「下層の子供たちが受ける教育は，さほどた
いしたものではないが，それでもその教育は，
彼らにとって無限に有益であり，教育がないこ
とは，間違いなく彼らの最大の不幸の 1つであ
る．それによって彼らは読むことを学び，読む
ことは彼らに宗教の便益を与えるのである．こ
れは敬虔という点から見て大きな利益であるだ
けでなく，これが彼らに思考と思索の対象を提
供することによっても，そうなのである．この
ことから，われわれは，農村の学校の便益を認
めることができるし，どれほどなおざりにされ
ていようとも，それらが優れた制度であること
を承認しなければならないのである」（Smith 

［1766］ 1978, 540 / 訳 404―05）．
25）　1750年のスコットランドにおける成人の識字
率は，イングランドの 53％を上回り，少なくと
も 65％と見積もられている．だが，1800年の
スコットランド人の識字率と比べれば，決して
十分な割合ではなかった．この点の説明につい
ては，田口（2004, 36―40）を参照．

26）　リードの常識哲学についての説明は，伊藤
（2000, 147―49, 163―65）を参照．

27）　『講義』第 4編の結びの部分において，スチュ
アートは，『道徳感情論』で論じられているス
ミスの「正直」の原理（Smith ［1759］ 1976, 63 /  

訳（上）67）を，自身の良心論に取り込みながら，
リードの「徳の権威」化を追求している．スチュ
アートによれば，スミスが述べた「正直」は，人々

の「悟性」に効果を与える一方で，「徳の権威
を著しく高め，努力に対するあらゆる価値ある
動機を鼓舞する」のである（Works IX, 348―
49）．そしてそれによって，人々が知的に改善
され「世界を導き啓蒙するわれわれの努力を刺
激する」と述べる．こうした点から，スチュアー
トにとって，このような意味をもつ「正直」は，
「徳の権威」を高めることによって，人々の動
機を鼓舞する効果をもつと同時に，世界の繁栄
をももたらす重要なキー概念だったことがわか
る（Cf. Works IX, 348）．なお，スミスの『法学
講義』（Bノート）においても「正直」が重ん
じられている点については，Smith（［1766］ 
1978, 486 / 訳 263）を参照．
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Dugald Stewart on Political Economy and Education

Tomoyuki Arai

This paper analyzes Dugald Stewart’s （1753―
1828） work on education, focusing on the fourth 
book, Of the Education of the Lower Orders, in 
his Lectures on Political Economy （1800―
1810）. Stewart’s motivation to address education 
in his Lectures arose from a genuine interest in 
the lower order’s lack of intellect.
　 During the late eighteenth century, British 
society underwent rapid social changes, such as 
the diffusion of the press and advancement in 
the sciences. Stewart asserted the need for a new 
educational system commensurate with these 
social changes. On the other hand, Stewart was 
also interested in the progression of industriali-
zation and the problems faced by laborers in an 
increasingly large labor force. He recognized 
that many factory laborers had been demonstrat-
ing against moral corruption and ignorance as a 
result of excessive work. In response, Stewart 
demanded cuts in working hours and empha-
sized workers’ need for education. He thought it 

important to provide factory laborers incentives 
to work and thereby achieve happiness; he be-
lieved such actions could help improve the hu-
man mind, as repeatedly emphasized in his Lec-
tures.
　 For Stewart, “the incentive” was key to con-
necting his moral philosophy with education. In 
his arguments on education, “the incentive,” to 
be provided to society was rooted in his practi-
cal moral philosophy. With regard to this point, I 
illuminate the significance of Stewart’s view re-
garding the effect of reading and literary educa-
tion for incentivizing the “lower orders.”
　 In the concluding section, I briefly summa-
rize the paper and describe the significance of 
Stewart’s original view of education in the con-
text of the history of economic thought at the 
turn of the nineteenth century in Britain.

JEL classification numbers: B 30, B 31, I 31.




